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　「自分の車があるから、私には関係ない」と思っている人こそ、MaaSについて知っておくべきかもしれません。特
に都市部などへの移動は、渋滞問題や駐車場問題がつきまとい、公共交通を利用した方が便利なことが多々あり
ます。そんなとき、自家用車のように便利に使える公共
交通があれば…。もしかしたら自家用車を所有するコス
トや駐車スペースの確保が不要になるかもしれません。
　また、高齢ドライバーによる事故の多発はもはや社会
問題化していますが、「車がないと生活できないから、免
許返納できない」という声もよく聞きます。さらに少子高
齢化の影響で、バス運転手などを確保するのが難しい
時代がやってきます。そうなってから対策を考えても、遅
いのです。

移動の変革移動の変革

特 集

桑名でも MaaS、進んでいます。

　通勤・通学をはじめとする日常生活には車やバス、電車などが欠かせませんが、少子

高齢化や生活スタイルの変化により、公共交通の利用者が減って路線の維持が難しいと

いう問題が発生しています。一方で、みんなの移動に変革をもたらす「MaaS」が推し進

められており、これらをうまく活用できれば、移動がぐんと便利になる可能性も。市でも

さまざまな実証実験を行い、みんなが移動しやすい未来に向けて歩んでいます。

問 この記事については秘書広報課（☎24-1492 FAX 24-1119） 

MaaS（マース：Mobility as a Service）とは？
　MaaSの定義は「いろいろな種類の交通サービスを、需要に応じて利用で
きる一つの移動サービスに統合すること」とされています。もう少しわかりや
すく説明すると、自宅からある地点まで移動したい時に、自家用車であればカー
ナビの案内に沿ってただ走ればたどり着きますが、公共交通を利用する際は
乗り継ぎが発生することも。その場合は、それぞれどの公共交通を使い、どこ
から乗ってどこで乗り換えて、それぞれの料金の支払いはどうすればいいのか、
公共交通以外にもシェアサイクルという手もある…などと調べる必要がでて
きます。はっきりいって煩わしい！けれど、MaaSが進めば、それらが一つのア
プリで完結するなど利便性がぐんとアップするのです。
　交通手段のみならず、目的地となる商業施設や病院などのサービスと連携
することまでMaaSの概念は広がっています。例えば病院に予約を入れたら、
家を出る時間が何時で、どのルートと移動手段が最適なのかをパッと教えて
くれたり、その時間のオンデマンドバスの予約をしてくれるようになるかもし
れません。

井
いりょう

料 美帆 先生

桑名市次世代モビリティ
社会実装研究会 会長

名古屋大学 准教授（交通工学）

MaaS がもたらす未来

答えてくれたのは

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

み
ん
な
が“
移
動
”し
や
す
い

未
来
の
た
め
に
。
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自
動
運
転
に
ま
つ
わ
る

ア
レ
コ
レ

自
動
運
転
に
ま
つ
わ
る

ア
レ
コ
レ

　

桑
名
市
で
は
令
和
元
年
か
ら
、M
a
a
S

の
取
り
組
み
と
し
て「
自
動
運
転
実
証
実

験
」を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
自
動
運
転

は
、単
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
楽
に
な
る
技
術
で

は
な
く
、「
交
通
事
故
の
削
減
」「
渋
滞
の
緩

和
」「
バ
ス
の
運
転
手
不
足
解
消
」な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。特
に
前

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に

よ
っ
て
路
線
維
持
が
難
し
い
」と
い
う
課
題

に
は
有
効
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

ス
ピ
ー
ド
違
反
や
安
全
不
確
認
と
い
っ
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
な
く
な
る
た
め
、交

通
事
故
も
減
る
だ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。自
動
運
転
車
も
含
め
た
、さ
ま
ざ
ま

な
移
動
手
段
の
最
適
化
が
、M
a
a
S
な

の
で
す
。

　

現
在
、自
動
運
転
の
技
術
は
運
転
の
主

体
や
走
行
可
能
エ
リ
ア
な
ど
に
よ
っ
て
、レ

ベ
ル
0
か
ら
５
の
6
段
階
に
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。レ
ベ
ル
0
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
全
て

の
運
転
操
作
を
実
施
、レ
ベ
ル
１
や
2
は
ア

ク
セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
操
作
、ハ
ン
ド
ル
操
作

が
部
分
的
に
自
動
化
さ
れ
た
状
態
で
、「
運

転
支
援
」と
呼
ば
れ
る
も
の
。日
本
で
も
す

で
に
い
く
つ
も
の
市
販
車
が
登
場
し
て
い

ま
す
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
は
常
に
ハ
ン
ド
ル
を

握
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、責
任
も
ド
ラ
イ

バ
ー
が
担
い
ま
す
。

　

レ
ベ
ル
３
は
、運
転
操
作
の
責
任
を
シ
ス

テ
ム
が
担
い
ま
す
。特
定
の
走
行
環
境
や
エ

リ
ア
な
ど
条
件
が
限
定
さ
れ
ま
す
が
、ド
ラ

イ
バ
ー
が
前
方
か
ら
目
を
離
す
こ
と
も
可

能
に
。た
だ
し
、シ
ス
テ
ム
か
ら
運
転
交
代

運
転
が
楽
に
な
る
、だ
け
じ
ゃ
な
い

M
a
a
S
と

自
動
運
転
は

ど
う
関
係
す
る
？

　

自
動
運
転
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ

る
も
の
の
、そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
よ
く

知
ら
な
い
、と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。こ
こ
で
は
自
動
運
転
が
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、私
た
ち
に
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
の
か
、な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

要
求
が
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
運
転
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。日
本
で
は
す
で
に
一

定
の
条
件
下
で
レ
ベ
ル
3
走
行
が
で
き
る

よ
う
改
正
道
路
交
通
法
と
改
正
道
路
運
送

車
両
法
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、今
後
も
続
々

と
レ
ベ
ル
３
搭
載
の
車
が
公
道
を
走
る
で

し
ょ
う
。

　

レ
ベ
ル
4
は
、決
め
ら
れ
た
走
行
条
件
で

の
、ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
な
い
無
人
運
行
を
想

定
し
て
い
ま
す
。ス
ム
ー
ズ
に
走
行
す
る
た

め
の
イ
ン
フ
ラ
や
法
律
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、

実
用
化
が
近
づ
き
ま
す
。現
在
、日
本
で
は

レ
ベ
ル
4
の
実
現
を
目
標
に
、全
国
で
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ベ
ル
５
は
完
全
自
動
運
転
。レ
ベ
ル
４

に
あ
っ
た
、エ
リ
ア
や
時
間
帯
な
ど
の
条
件

が
全
て
取
り
払
わ
れ
た
、完
全
ド
ラ
イ
バ
ー

レ
ス
の
世
界
で
す
。
突
発
的
な
事
故
な
ど

に
も
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
車
で
す
が
、

こ
の
実
現
は
ま
だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

自
動
運
転
っ
て

ど
こ
ま
で
進
ん
で
る
？

桑名市次世代モビリティ社会実装研究会
MaaSの推進には、学識経験者や市民のほか、
交通事業者、民間企業、行政団体などさまざ
まな人の協力・連携が不可欠です。同会では
自動運転バスを使った新たな公共交通や交
通手段の確保を目的に意見交換を行ってい
ます。

まずは自動運転に
触れてみることが、普及への第1歩です！

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、自
動
運
転
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
型
の

自
動
運
転
車
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
ず

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
、自
動
運
転
車
が
ど
ん
な
感
じ
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、試
乗
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
タ
ク
シ
ー
型
自
動
運
転
車

試
乗
会
で
は
、V
R（
仮
想
現
実
）で
の
観
光
体
験
を
実

施
。走
行
中
に
専
用
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
す
る
と
、ま
ち
の

観
光
が
楽
し
め
ま
す
。

　

今
年
度
の
自
動
運
転
実
証
実
験
で
は
、定
員
4
人
の

小
型
車
両
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。時
速
10
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
速
さ
で
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
運
行
管
制
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
走
行
予
定
。決
め
ら
れ
た
乗
降
地
点
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
、利
用
者
は
乗
り
た
い
時
に
車

両
を
呼
び
出
し
、乗
る
と
す
で
に
設
定
さ
れ
て
い
る
目
的

地
へ
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

M
a
a
S
推
進
に
向
け
た

市
の
取
り
組
み

Millee（マイリー）
長さ約3.3ｍ、幅約1.6ｍ、
高さ約1.9ｍ、ころんと
した外観がキュートな
EV車。定員は４人で、
試乗時は２人を想定して
います。

ゴルフカート
長さ約3.1ｍ、幅約1.3ｍ、
高さ約2.4ｍ、ナンバー
取得済みのため、公道
での自動走行も可能で
す。定員は４人で、試乗時
は２人を想定しています。

オンデマンド運行管制システムを活用した、自動運転実証実験を行います

令和元・２年度に実施した自動運転実
証実験で使われた自動運転バス。

令和3年度に実施したタクシー型自動
運転車の試乗会では、VRでの観光体
験も行いました。

　オンデマンド運行管制システムとは、運行状況や設備
稼働状況をシステムが監視し、申し込みから目的地の設
定までを端末上で行うことのできるシステムのこと。運
行管制システムと自動運転車両をつなぎ、将来的な交通
インフラとしての運行を見据えています。ナガシマスパー
ランド駐車場内という限定されたエリアで、自動運転実
証実験を行います。
とき ３/14㈫・15日㈬ 10:00～12:00、13:30～16:30
場所 ナガシマスパーランド 駐車場内
使用車両 電動ゴルフカートタイプ、Millee（自動運転
レベル２相当）。周囲の物体検出、自車位置の推定、走
行経路の策定、運転判断といった自動運転に必要となる
機能を備えた２台の車両を使用。
※駐車場へ入場するのに駐車料金がかかります。

降車地点

乗降車地点
管制タブレット配置

アーケード

アーケード
ナガシマ

スパーランド方面

乗降車地点
管制タブレット配置
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「
の
る
ー
と
桑
名
」っ
て

ス
ゴ
イ
！！

A
I
活
用
型
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　

現
在
、在
良
・
久
米
・
桑
部
・
七
和
の
一
部
地
域

で
実
証
運
行
中
の「
の
る
ー
と
桑
名
」を
ご
存
じ

で
す
か
？
路
線
バ
ス
の
よ
う
に
時
刻
表
や
決
ま
っ

た
運
行
ル
ー
ト
が
な
い
、新
し
い
交
通
の
カ
タ
チ

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。ど
ん
な
も
の
な
の

か
、ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
か
な
ど
、詳
し
く

お
伝
え
し
ま
す
。※
実
証
運
行
は
3
月
7
日
ま
で

「
の
る
ー
と
桑
名
」っ
て

ス
ゴ
イ
！！

　

の
る
ー
と
桑
名
は
、利
用
者
が
乗
降
場
所
を
設
定
す
る
と
、

A
I（
人
工
知
能
）が
予
約
状
況
に
応
じ
て
ル
ー
ト
を
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、他
に
利
用
者
が
い
た
場
合
に
は
そ
の
地
点
へ
立
ち
寄
っ

て
乗
せ
た
り
、他
の
利
用
客
を
降
ろ
し
た
り
す
る
こ
と
も
。バ
ス
と

タ
ク
シ
ー
の
中
間
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

専
用
ア
プ
リ
か
電
話
で
予
約
す
る
と
、乗
車
時
刻
と
乗
り
場
、降
車
場
所

を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
、到
着
予
定
時
刻
も
表
示
さ
れ
ま
す
。特
に
既
存

の
公
共
交
通
の
運
行
本
数
が
少
な
い
エ
リ
ア
で
は
、時
刻
表
を
気
に
せ
ず
予

定
を
立
て
ら
れ
る
の
が
便
利
で
す
。

決
ま
っ
た
ダ
イ
ヤ
や

ル
ー
ト
が
な
い
！

好
き
な
時
間
に
予
約
で
き
て

短
い
乗
車
時
間
で
到
着
で
き
る
！

利用の流れ
❶アプリまたは電話で予約
❷指定された時間に乗り場で待つ
❸運転手に予約番号を伝えて乗車
❹サービスの評価

詳しくは

AさんとBさんが、それぞれ別の地点から「病
院へ行きたい」と予約した場合、Aさんのとこ
ろへ迎えにきた車両はBさんを乗せて病院へ。
配車や運行ルートをAIを活用することで効率
的に運行します。

病院へ
行きたい

病院

AさんBさん

例えば
　

令
和
3
年
度
に
も
、「
の
る
ー
と
桑
名
」の
実
証
実
験

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
時
の
利
用
状
況
や
利
用
者
の
声

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

「
の
る
ー
と
桑
名
」利
用
者
の
声

利用者は65歳以上が半数以上。
一方で、お子さんと同乗する若
い世代も見受けられました。

よく利用された乗降拠点は、イオンモール桑名のある北
東エリア。北東⇔南西の移動が最も多く、北東エリアを含
む移動は全体の約6割でした。

東
名
阪
自
動
車
道

員弁川

七和エリア内
1%

新西方・在良
エリア内
18%

久米エリア内
7%

桑部エリア内
1%

5%

13%11%

13%

7%

22%
65歳以上
438人

60代
66人

50代
57人

40代
18人

30代
37人

20代
43人

10代
42人

0代
47人

年代別乗車数

オンデマンドバスへの印象は？オンデマンドバスへの要望は？

免許返納後の人などには
とてもありがたいと思う。

行きたい時間に
来てくれてうれしい。

同乗者が何人か
不明で目的地到着時間が

よみづらい。

大変便利だった。
免許返納しても

住み続けられると思った。

気軽に乗れて、
駐車場の状況を
気にせず行けるのは
すごく気が楽だった。

21時以降の運行
（鉄道ダイヤとの連携）。

運行エリアが
広がると

いいなと思う。
小学校への

参観行事の時などに
台数を増やしてもらえたら

うれしいです。

桑名駅周辺でも乗り降り
できるとなおよい。

乗降位置が多く、
アプリが使いやすく
なればよい。

予約画面では地図上から
出発地や目的地を指定す
ると、最寄りのバス停（乗
降拠点）を教えてくれます。
あとは指定時間に、その
場所へ行けばOK。

車内のタブレットでは、運
行ルートが表示されます。
運転手はAIが予約状況
に応じて判断した最適な
ルートを運行します。

予約
画面

タブレット
画面
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